
ココロ
カラダ
ゲンキ

おおいた ヘルスケア ファイル

第９回

OITA
Healthcare

File

O I T A  H e a l t h c a r e  F i l e い
つ
ま
で
も
健
や
か
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
日
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心

掛
け
が
大
切
で
す
。
心
と
体
が
元
気
に
な
れ
る
、
健
康
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し

ま
す
。

問　長寿福祉課　☎537-5771

認
知
症
へ
の
偏
見
を
な
く
し
、

地
域
全
体
で
支
え
よ
う

認
知
症
と
は
、
脳
細
胞

等
の
変
化
に
よ
り
少
し
前

の
こ
と
が
覚
え
ら
れ
な
く

な
る
な
ど
、
日
常
生
活
に

支
障
を
来
し
た
状
態
を
い

い
ま
す
。
認
知
症
は
誰
に

も
起
こ
る
可
能
性
が
あ

り
、
85
歳
以
上
で
は
約
４

人
に
１
人
の
割
合
で
そ
の

症
状
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
認
知
症
の
正
し
い
基
礎
知
識
や
認

知
症
の
人
へ
の
接
し
方
を
学
ぶ
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
、
小
学
生
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
幅
広
い
世
代
の
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
た
ち
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な

り
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
で
、
認

知
症
の
人
や
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

「加齢
によるもの忘

れ」と「認知症」との違い

●一日三食、バランスの良い食
事を腹八分目

●ウオーキングなどの有酸素運
動と筋力アップ体操を

●食事の後、何を食べたか忘れるこ
とがある

●目の前の人の名前が思い出せない
●約束を忘れたことに自分で気付く

ことができる●興味をもてそうなものはあり
ませんか？ 視野を広げてみ
ると新しい発見が

●趣味を楽しみ、仲間とおしゃべ
りし、笑うことで心が元気に

身体・脳・心の活性化で
認知症を予防しよう

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う

大分市における認知症サポーター数

42,472人

5万人!

（令和元年９月末時点）

目標は

サポーターの目印
「オレンジリング」

記憶の帯

ヒントを与えたりすると
思い出せる

ヒントを与えたりすると
思い出せる

加齢によるもの忘れの例
●食事の後、食べたこと自体を忘れる
●目の前の人が誰なのか分からない
●約束したこと自体を忘れ、自覚が
ない

記憶の帯

ヒントを与えても思い出せないヒントを与えても思い出せない

認知症による記憶障害の例

表紙の
ことば

市では、国や多くの地方自治体が推進している3R（リデュース、リユース、リサイクル）にリフューズを加
えた4Rを推進しています。4Rに取り組むことでごみを減らし、限りある地球の資源を有効に繰り返し使
う社会（循環型社会）をつくりましょう。
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年

見
や
す
く
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。
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